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議会構成の変更
４月21日佐渡市議会議員補欠選挙に伴い、議会構成の変更がありました。

議　長  猪股　文彦　　副議長  中川　直美

◇議会運営委員会

委員会名 定数 委員長 副委員長 委員

議会運営 ８ 近藤　和義 金田　淳一 山田　伸之　　渡辺　慎一　　坂下　善英
中村　良夫　　岩﨑　隆寿　　竹内　道廣

◇常任委員会

委員会名 定数 委員長 副委員長 委員

総務文教 ８ 佐藤　　孝 山田　伸之 後藤　勇典　　上杉　育子　　坂下　善英
近藤　和義　　中川　直美　　猪股　文彦

市民厚生 ７ 荒井　眞理 室岡　啓史 佐々木ひとみ　宇治沙耶花　　稲辺　茂樹
金田　淳一　　祝　　優雄

産業建設 ７ 渡辺　慎一 広瀬　大海 伊藤　　剛　　駒形　信雄　　中村　良夫
岩﨑　隆寿　　竹内　道廣

◇特別委員会

委員会名 定数 委員長 副委員長 委員

議会報編集 ９ 宇治沙耶花 上杉　育子 後藤　勇典　 室岡　啓史　 山田　伸之　 荒井　眞理
中村　良夫　 岩﨑　隆寿　 近藤　和義

航路問題に
関する調査 ８ 祝　　優雄 駒形　信雄 宇治沙耶花　 室岡　啓史　 坂下　善英　 金田　淳一　 

中村　良夫　 岩﨑　隆寿
佐渡市議会
政治倫理に
関する

９ 金田　淳一 近藤　和義 山田　伸之　 荒井　眞理　 渡辺　慎一　 坂下　善英
岩﨑　隆寿　 竹内　道廣　 中川　直美

◇監査委員  岩﨑　隆寿　　◇新潟県後期高齢者医療広域連合議会議員  荒井　眞理

佐渡市議会　会派別議員構成名簿
（平成31年４月24日現在）

名　　　称 人数 代 表 者 幹 事 長 経理責任者 構 成 員

新 生 ク ラ ブ ６ 佐藤　孝 金田淳一 駒形信雄 上杉育子　広瀬大海　佐々木ひとみ

政 友 会 ２ 岩﨑隆寿 稲辺茂樹 (稲辺茂樹)

日本共産党市議団 ２ 中川直美 中村良夫 (中村良夫)

市 政 会 １ 竹内道廣 (竹内道廣) (竹内道廣)

地域政策研究会 ３ 祝　優雄 渡辺慎一 後藤勇典

公 明 党 １ 山田伸之 (山田伸之) (山田伸之)

国 民 民 主 党 １ 近藤和義 (近藤和義) (近藤和義)

政 風 会 ２ 坂下善英 室岡啓史 (室岡啓史)

無 会 派 ４ 伊藤　剛　　宇治沙耶花　　荒井眞理　　猪股文彦
（　）内は会派内の役員を兼務

（令和元年6月28日現在）
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○平成31年度佐渡市一般会計補正予算について
佐渡市特定施設待鶴荘の介護報酬及び利用者負担金の返還に伴う経費が計上され、全会一致で可決されました。

○平成31年度佐渡市介護保険特別会計補正予算について
佐渡市特定施設待鶴荘の介護給付金の返還に伴う経費が計上され、審査を行いました。
審査の結果、賛成多数で可決すべきものと決定しました。

○佐渡市行政組織条例の制定について
本年６月から市の組織が部制から課制へ移行することに伴う改正であり、全会一致で可決されました。

○令和元年度佐渡市一般会計補正予算について
佐渡市議会議員補欠選挙等に伴い、議員報酬及び政務活動費などの経費が計上され、全会一致で可決されました。

  6月14日～6月28日開催  　第4回（6月）定例会
条例案５件、予算案４件、その他の議案９件を可決、撤回1件

　議案第65号　財産の無償譲渡に係る相手方の変更について（伝統文化と環境福祉の専門学校）は、撤回さ
れました。
　主な議題と所管の委員会での審査経過は次のとおりです。

　総務文教常任委員会
◎議案第69号　佐渡市ケーブルテレビ施設羽茂地区改修工事第２期請負契約の締結について
　本案は、佐渡市ケーブルテレビ施設羽茂地区改修工事第２期について、本年６月１８日に執行した一般競争入札
における落札者と請負契約を締結することについての議案であった。
　委員会の審査では、ケーブルテレビ放送施設の更新時期到来による改修は理解するが、今後全島での更新も予
定しなければならないので、財源確保に努めるようにとの意見が出された。

　市民厚生常任委員会
◎議案第64号　財産の無償貸付について（新穂潟上温泉）
　本案は、２月議会において反対多数で否決となり、その否決理由は様々であったが理由の特定はされないまま
再上程されたものである。今議会においては、温泉の熱源について、源泉から浴槽へのつなぎ方を変えることで新
たなボイラーの購入は不要となるとの提案だった。委員会としてはそれが経営として成り立つものか更に説明を求
めた。
　なお、委員会の意見として、市の温泉・入浴施設の方針はこれまでも全体に一貫性に欠いており、早急にこのビ
ジョンを策定することを求めると同時に、休館になると市民生活への影響があるため、今後は切れ目なく運営が続
けられるよう責務を果たすことを求めた。

　産業建設常任委員会
◎議案第66号　令和元年度一般会計補正予算（第４号） 新たな地域活性化人材づくり推進事業について
　本案は、意欲のある若者を公募し、島内で起業や佐渡の活性化を担う人材を創出するための教育プログラムを
提供する総務省の過疎地域等自立活性化推進交付金を活用した新規事業である。
　佐渡市地域づくりアドバイザーにこの交付金を活用した事業構築を相談した後、そのアドバイザーが務める会社
や大学に業務を委託することは道義的に問題がある。また、受講者のターゲットが曖昧、かつ、効果の薄いプログ
ラム内容であると判断した。島内各企業・団体の将来を担う若者が受講することや、受講者に合った体制・プログ
ラムを再構築し、当委員会の了承を得るまでは本事業の予算を執行しないことを求めた。

４月19日開催 第２回（４月）臨時会の主な審議事項

５月14日開催 第３回（５月）臨時会の主な審議事項
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佐
渡
の
農
山
漁
村
の
生

業
を
大
切
に
し
、
集
落
で
か
け

が
え
の
な
い
時
を
過
ご
す
人
と

人
と
が
つ
な
が
っ
て
い
く
世
界

観
、『
佐
渡
ア
イ
ラ
ン
ド
集
落

ツ
ー
リ
ズ
ム
構
想
』
の
実
現
を

私
は
目
指
し
て
い
る
。
最
上
位

計
画
で
あ
る
佐
渡
市
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
改
定
の
際
、『
前
向
き

の
島
づ
く
り
』
と
い
う
考
え
方

を
そ
も
そ
も
論
と
し
て
明
文
化

す
る
必
要
性
を
感
じ
る
。
佐
渡

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
心
持

ち
か
ら
プ
ラ
ス
思
考
に
変
え
る

と
い
う
発
想
。
カ
ラ
元
気
か
ら

始
ま
る
本
当
の
元
気
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
私
の
考
え
た
タ

イ
ト
ル
・
ロ
ゴ
は
い
か
が
か
。

 

何
事
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

プ
ラ
ス
思
考
で
捉
え
る
姿
勢
は

同
じ
思
い
。
タ
イ
ト
ル
表
現
、

ロ
ゴ
等
に
つ
い
て
一
つ
の
ア
イ

デ
ア
を
い
た
だ
い
た
と
思
う
。

市
民
の
皆
様
に
何
が
一
番
わ
か

り
や
す
い
か
、
一
つ
の
材
料
と

し
て
承
ら
せ
て
い
た
だ
く
。

教
育
長 

プ
ラ
ス
思
考
は
非
常

に
賛
成
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

 

持
続
可
能
な
環
境
の
島

づ
く
り
に
つ
い
て
問
う
。
去
る
２

月
、
新
潟
県
と
東
北
電
力
が
包

括
連
携
を
締
結
。
花
角
英
世

新
潟
県
知
事
は
、
佐
渡
や
粟

島
に
お
い
て
洋
上
風
力
や
太
陽

光
発
電
で
１
０
０
％
自
給
す
る

『
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
島
構
想
』

を
掲
げ
た
。
県
と
市
と
の
連
携

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
推
進
し
て
い

く
も
の
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 

地
域
の
雇
用
や
産
業
の

創
出
と
い
っ
た
地
方
創
生
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
る
。
新
潟

県
と
連
携
・
協
力
し
て
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

子
育
て
し
や
す
い
島
づ

く
り
に
つ
い
て
問
う
。
５
月
に

行
政
視
察
で
訪
れ
た
岡
山
県
奈

義
町
役
場
に
『
子
育
て
応
援
宣

言
の
ま
ち
、
子
育
て
す
る
な
ら

奈
義
町
で
』
と
の
垂
れ
幕
。
平

成
26
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
が

２
・
81
。
子
育
て
世
帯
の
う
ち

約
５
割
が
３
人
以
上
の
多
子
世

帯
で
あ
る
。
ま
た
、
兵
庫
県
明

石
市
で
は
、
こ
ど
も
総
合
支
援

条
例
を
制
定
。
子
育
て
施
策
に

明
石
市
総
予
算
の
約
２
割
を
投

入
し
て
い
る
。
切
れ
目
の
な
い

子
育
て
支
援
へ
の
市
長
の
本
気

度
は
い
か
が
か
。

 

安
心
し
て
結
婚
・
妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
を
し
て
も

ら
え
る
環
境
整
備
が
必
要
。
子

ど
も
若
者
課
を
設
置
し
、
子
ど

も
目
線
に
立
っ
た
施
策
構
築
や

サ
ー
ビ
ス
提
供
の
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
。
今
年
度
は

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
が

実
施
さ
れ
る
が
、
市
と
し
て
給

食
費
も
含
め
た
全
面
無
償
化
を

検
討
し
て
い
る
。

6月定例会においては、12人の議員が一般質問を行い市政に
ついて質しました。
質問・答弁の内容は質問者本人が要約したものです。

一 般 質 問
  

室
　
岡
　
啓
　
史
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❹

　
◆『
前
向
き
の
島
づ
く
り
』と
い
う
考
え
方
を

  

佐
々
木
　
ひ
と
み
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❺

　
◆
少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
で
行
政
や
地
域
の
役
割

  

金
　
田
　
淳
　
一
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❺

　
◆
両
津
港
み
な
と
公
園
内
に
駐
車
場
増
設
を

  

後
　
藤
　
勇
　
典
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❻

　
◆
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
佐
渡
島
を
観
光
政
策
の
柱
と
す
る

  
宇
　
治
　
沙
耶
花
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❻

　
◆
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
ま
ち
づ
く
り
を

  

伊
　
藤
　
　
　
剛
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❼

　
◆
漁
業
の
新
規
就
業
者
支
援
へ
の
取
り
組
み
を

  

中
　
村
　
良
　
夫
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❼

　
◆
高
齢
者
に
補
聴
器
購
入
の
補
助
制
度
を

  

渡
　
辺
　
慎
　
一
　
議
員  
……
…
…
…
…
…
…
…
❽

　
◆
佐
渡
市
の
農
業
政
策
を
問
う

  

祝
　
　
　
優
　
雄
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❽

　
◆
市
民
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
何
処
に
置
き
忘
れ
た
の
か

  

中
　
川
　
直
　
美
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❾

　
◆
結
論
あ
り
き
の
学
校
給
食
の
民
間
委
託
は
間
違
い

  

荒
　
井
　
眞
　
理
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❾

　
◆
市
民
の
声
を
聴
い
て
子
育
て
支
援
の
成
果
を
上
げ
よ

  

近
　
藤
　
和
　
義
　
議
員  

……
…
…
…
…
…
…
…
❿

　
◆
不
合
理
な
分
庁
方
式
は
　
佐
渡
市
だ
け

一
　
般
　
質
　
問

『
前
向
き
の
島
づ
く
り
』と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
方
を

室
岡
　
啓
史
　
議
員

ロゴマーク
（室岡制作）
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ロ
ゴ
等
に
つ
い
て
一
つ
の
ア
イ

デ
ア
を
い
た
だ
い
た
と
思
う
。

市
民
の
皆
様
に
何
が
一
番
わ
か

り
や
す
い
か
、
一
つ
の
材
料
と

し
て
承
ら
せ
て
い
た
だ
く
。

教
育
長 

プ
ラ
ス
思
考
は
非
常

に
賛
成
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

 

持
続
可
能
な
環
境
の
島

づ
く
り
に
つ
い
て
問
う
。
去
る
２

月
、
新
潟
県
と
東
北
電
力
が
包

括
連
携
を
締
結
。
花
角
英
世

新
潟
県
知
事
は
、
佐
渡
や
粟

島
に
お
い
て
洋
上
風
力
や
太
陽

光
発
電
で
１
０
０
％
自
給
す
る

『
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
島
構
想
』

を
掲
げ
た
。
県
と
市
と
の
連
携

で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
推
進
し
て
い

く
も
の
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 

地
域
の
雇
用
や
産
業
の

創
出
と
い
っ
た
地
方
創
生
に
つ

な
が
る
も
の
と
考
え
る
。
新
潟

県
と
連
携
・
協
力
し
て
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 

子
育
て
し
や
す
い
島
づ

く
り
に
つ
い
て
問
う
。
５
月
に

 

港
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
近

い
距
離
に
新
た
な
駐
車
場
が
整

備
さ
れ
る
の
か
。

 

北
埠
頭
の
海
上
保
安
庁

舎
海
側
緑
地
用
地
に
、
暫
定
で

は
あ
る
が
県
に
よ
る
臨
時
駐
車

場
と
し
て
多
目
的
広
場
整
備
を

確
認
し
て
い
る
。

 

多
目
的
利
用
と
な
る
と

無
料
に
な
る
の
か
。

建
設
課
長 

港
湾
用
地
内
で
の

広
場
整
備
な
の
で
一
般
的
に
は

無
料
。 

そ
こ
は
徒
歩
で
７
分
以

上
か
か
る
。
料
金
の
安
い
湊
第

２
駐
車
場
は
10
分
。
５
分
以
内

の
所
へ
増
設
を
市
民
は
希
望
し

て
い
る
。
み
な
と
公
園
内
の
林

の
中
に
駐
車
場
を
拡
大
で
き
な

い
か
。利
用
制
限
が
あ
る
の
か
。

建
設
課
長 
港
湾
用
地
の
緑
地

広
場
と
し
て
の
位
置
づ
け
で
あ

る
。
公
園
利
用
者
用
で
あ
り
時

間
規
制
を
し
て
い
る
の
で
、
拡

大
し
て
も
佐
渡
汽
船
利
用
者
は

使
い
に
く
い
と
考
え
る
。

 

出
入
り
口
を
も
う
一
つ

作
る
と
か
、
や
り
方
は
あ
る
。

用
途
変
更
は
で
き
な
い
の
か
。

建
設
課
長 

港
湾
計
画
に
沿
っ

て
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
、
計

画
変
更
と
な
る
と
港
湾
審
議
会

等
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
時
間
を
要

す
る
と
想
定
さ
れ
る
。

 

可
能
で
あ
れ
ば
進
め
る

べ
き
だ
。
ど
こ
か
ら
着
手
す
る

の
か
。

建
設
課
長 

県
と
駐
車
場
に
つ

い
て
意
見
交

換
し
て
い
る
。

港
湾
周
辺
の

利
用
実
態
調

査
を
実
施
し
、

有
料
駐
車
場

関
係
者
も
含

め
て
協
議
を

す
る
。 

湊
第

２
駐
車
場
に

余
裕
が
あ
る

こ
と
が
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
。
で
き
る
だ
け

乗
り
場
に
近
い
位
置
に
確
保
し

た
い
と
い
う
こ
と
は
、
や
り
取

り
を
し
て
い
る
。

 

南
埠
頭
ビ
ル
管
理
の
駐

車
場
で
料
金
値
上
げ
に
つ
い

て
、
行
政
と
し
て
の
考
え
は
。

建
設
課
長 

値
上
げ
の
報
告
は

受
け
て
い
る
が
、
実
施
時
期
や

値
上
げ
幅
は
把
握
し
て
い
な
い
。

 

詳
細
な
料
金
設
定
な
ど

を
確
認
で
き
た
時
点
で
考
え
る
。

 

佐
渡
市
は
、
奨
学
金
な

ど
若
者
の
定
住
に
力
を
入
れ
、

卒
業
後
10
年
以
内
に
５
年
間
佐

渡
で
働
く
こ
と
で
、
奨
学
金
の

返
納
は
免
除
さ
れ
る
。
若
者
の

定
住
が
期
待
で
き
る
の
か
。
専

門
学
校
生
以
外
の
職
場
の
確
保

が
課
題
で
あ
る
。
学
校
・
保
護

者
・
本
人
へ
奨
学
金
の
Ｐ
Ｒ
作

戦
を
望
む
。
審
査
の
際
に
は
、

佐
渡
へ
の
思
い
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ

と
も
ポ
イ
ン
ト
加
算
し
て
は
ど

う
か
。 

奨
学
金
の
Ｐ
Ｒ
は
、
毎

年
市
内
の
中
学
校
、
高
校
、
専

門
学
校
に
募
集
要
項
を
配
布
し

て
い
る
ほ
か
、
奨
学
金
応
募
期

間
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
市
報
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
周
知
し
て
い
る
。
一
定
の

成
果
は
あ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
内
容
と
し
て
は
奨
学
金
を

利
用
し
た
学
生
に
、
将
来
の
就

職
に
備
え
、
市
内
の
事
業
所
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要
で

あ
り
、
若
者
が
帰
っ
て
来
た
く

な
る
よ
う
な
企
業
の
Ｐ
Ｒ
動
画

を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
配
信

し
、
広
く
周
知
す
る
こ
と
、
情

報
発
信
を
行
う
こ
と
で
、
佐
渡

で
の
就
職
、
定
住
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

 

10
月
よ
り
保
育
料
が
国

の
政
策
で
無
料
に
な
る
が
、
給

食
費
は
ど
う
考
え
る
か
。

 

保
育
料
、
授
業
料
の
一

部
が
無
償
化
に
な
る
が
、
給
食

費
は
、
制
度
上
無
償
化
の
対
象

外
と
な
っ
て
い
る
。
市
で
は
子

育
て
支
援
の
先
行
施
策
と
し
て

２
人
目
以
降
の
無
償
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
給
食
費
も
あ

わ
せ
て
無
償
化
す
る
こ
と
を
検

討
し
、
そ
の
関
連
予
算
を
９
月

議
会
に
上
程
す
る
準
備
を
進
め

て
い
る
。

 

定
住
化
に
向
け
た
住
宅

施
策
を
提
案
す
る
。
佐
渡
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
若
者
世
帯

の
Ｕ
・
Ⅰ
タ
ー
ン
者
の
移
住
、

定
住
者
を
ど
の
位
増
や
し
た
の

か
。 

昨
年
度
は
市
主
催
の
セ

ミ
ナ
ー
に
40
名
の
参
加
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
誘
導
策
は
、
５

棟
あ
る
定
住
体
験
住
宅
の
利
用

を
開
始
し
た
平
成
27
年
度
以
降
、

37
組
50
名
か
ら
ご
利
用
い
た
だ

き
、
う
ち
19
組
29
名
が
移
住
し

て
い
る
。

　

今
後
も
、
定
住
体
験
住
宅
を

確
保
す
る
こ
と
で
移
住
者
の
誘

導
に
つ
な
げ
た
い
。

1

2

3 4

5

あいぽーと佐渡

両津郵便局

佐渡東警察署 佐渡
汽船

佐渡市役所
両津市所

両津小学校

両津湊

両津湊郵便局

両津消防署

両津港周辺公共駐車場
①両津港北埠頭駐車場
②両津港南埠頭駐車場
③市営湊駐車場
④両津港臨時駐車場
⑤湊第 2駐車場

※早朝及び深夜でも
　使用可能な公共駐車場

一
　
般
　
質
　
問

一
　
般
　
質
　
問

金
田
　
淳
一
　
議
員

佐
々
木
　
ひ
と
み
　
議
員

両
津
港
み
な
と
公
園
内
に

　
　
　
　
　
駐
車
場
増
設
を

少
子
高
齢
・
人
口
減
少
社
会
で

　
　
　
　
　
行
政
や
地
域
の
役
割

定住体験住宅（はたの住宅）


